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海老名市立東柏ケ谷小学校 学校運営協議会 議事録 

（令和５年度 第３回） 

  

１ 日時    令和５年７月 21 日（金） 15:30～ 

 

２ 場所    海老名市立東柏ケ谷小学校 ランチルーム 

 

３ 出席委員  芳賀敬子委員長，橋本絵美里副委員長，佐藤充明副委員長， 長井徹委員，

柳下泰介委員，瀬戸口壮委員，小池一美委員，守谷美子委員，工藤真委員， 

佐藤孝男委員，小山内清潤委員，小林𠀋記校長 

         

４ 会議の内容 

（１） はじめに 

芳賀委員長：運動会，新体力テスト，キャリア教育などいろいろなところで皆様の 

お力添えをいただいた。そういう中で子どもたちが育っていると思う。 

夏休みは特に家庭・地域の中で子どもたちは生活しているのでぜひ温 

かく見守っていただきたい。事件，事故に巻き込まれず，楽しく長い 

夏休みを過ごしてほしいと願っている。本日も議題が多いですが，よ 

ろしくお願いいたします。 

 

 

（２） 学校長より 

小林校長：暑い中ご参加いただきありがとうございます。１学期が無事に終える 

ことができた。大きな事件や事故なく終了できたのは皆さんの支えが 

あったからだと思う。１学期の教育活動はとても充実していた。運動 

会に始まり，新体力テスト，防犯研修や訓練，キャリア教育など盛り 

だくさんで地域の方に関わっていただいた。子どもたちを見ていて， 

学校経営方針にある「やる気・根気・本気・思いやり」というところ 

で輝いていて嬉しく思う。 

イレギュラーなことも起こった。教室の空調が効かなくなり，市でス 

ポットクーラーなどを用意してもらったが，その中でも子どもたちは 

よく学校生活に励んでいた。先生たちも子どもたちと向き合って指導 

してくれたことに感謝している。 

職責上，あゆみを全部読んだが，そこには子どもたちの学び，育った 

姿があり，先生たちの優しい言葉があり，そこに支えられていると改 

めて認識した。夏休みは家庭と地域に子どもたちを返すので，温かく 

見守ってご指導いただいて，さらに成長した姿で会いたいと思う。 

学校設備関係での報告は，全館 LED 照明，空調は２学期には直る予定， 
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試験的に冷水機が設置される。 

今日は，子どもたちがここに来てくれて自分たちの取り組みについて 

話をしてくれることをうれしく思う。 

本日も熟議のほう，お願いします。 

 

 

（３） あいさつ運動について 

佐々木教諭：児童会であいさつ運動のスローガンを決めて，具体的にどのような活 

動ができるかを考えた。 

児童会の児童：運営委員会では毎年，温かいあいさつを広めるために活動をしている。 

今年度のスローガンは「あいさつで みんなの心を つなげよう」に 

決まった。１学期は朝の放送のあとに続き，あいさつについての放送 

を行った。２学期には「あいさつレンジャー」の活動を行いたいと考 

えている。活動をより広めるために地域の皆様にも，協力していただ 

けたらうれしい。よろしくお願いします。 

 

    【協議：あいさつで心をつなげるために，２学期にどのような活動ができるか】 

佐々木教諭：以前は個人にシールを渡していたが，クラスごとや学年ごとに渡す 

とよい。自分のあいさつがクラスのためになったと実感できるので 

はないか。元気な声だけでなく，笑顔や会釈でもよいなど「あいさ 

つレンジャー」が認めたあいさつであればシールをあげてもよいの 

ではないかという話がでた。シールを貯めた後に表彰などがあると 

貯めた甲斐があると思う。 

児童会の児童：学校だけではなく，地域の人ともあいさつでつながれたらよい。「あ 

いさつレンジャー」は，柄や色などを変える工夫をして，いろいろな 

学年のモチベーションがあがるとよい。あいさつに楽しい印象をもっ 

て１・２・３学期と進んでいき，言われたからやるのではなく自然 

とできるようにすることを目指していきたい。 

児童会の児童：あいさつバッチをつけてあいさつをしたい。地域にもあいさつがた 

くさん広がるとよい。 

児童会の児童：昔の東柏小のあいさつの取り組みについて話した。 

児童会の児童：学校だけでなく，地域の方ともつながりたい。あいさつに楽しい印象 

をもってもらいたい。 

  

 

（４） 第 49 回運動会について 

小林校長：来年度の運動会について大枠を決めていかなければならない。本来で 

あれば，市のガイドライン上コロナ以前の運動会に戻すべきと思うと 
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ころではあるが，いろいろな人の意見を聞かなければならないため保 

護者アンケートをとった。（別紙参照）学校の方針として決まってい 

ることは，春開催と午前中開催。子どもたちの種目のもちかたについ 

ては，今後検討していく。 

 

【協議：運動会の今後について】 

工藤委員：団体競技は学年を合わせて，全学年できるとよい。１・２年，３・４ 

年，５・６年はどうか。予定の時間をあらかじめ余裕をもって設定し 

ておくとよい。 

三村総括教諭：スケジュールを見ると時間が伸びてしまったり，せわしなかったりし 

た。子どもたちの印象に残るような運動会になるとよい。赤対白で燃 

えるような団体競技になればよい。ペアにすることで縦のつながりが 

できたり，助け合ったり成長に繋がるのではないか。地域・保護者と 

繋がれるような競技があったらよい。 

奥田教頭：来年の運動会は 50 周年のお祝いムードがある運動会になるとよい。 

柳下委員：今年度の運動会は５月 13 日の芝刈り，５月 26 日の前日のテント張り 

から手伝いをした。地域のみんなが参加できるような運動会にしたい。 

佐藤副委員長：表現と徒競走は見たい。運動会当日の午後に自由参加型で，綱引きや 

玉入れなどの団体競技ができたらよい。（３世代交流） 

 

 

（５） 新体力テストのお礼 

小林校長：子どもたちの測定が十分できるように協力していただいた。ありがと 

うございました。 

橋本副委員長：何年かぶりに地域の方が参加した。早めに日程等を周知しておくと， 

より多くの方に参加してもらえるのではないか。できるだけたくさん 

の方に来ていただきたい。子どもたちの頑張りを目の前で見られるの 

はよい。 

芳賀委員長：今年は午後も行った。来年は午前で終わらせられるとよい。測定の手 

伝いだけでなく，応援という形でもよい。 

 

 

（６） 防犯研修と訓練報告 

阿部教諭：先日は不審者対応研修，訓練にご参加していただきありがとうござい 

ました。不審者対応研修では海老名警察署の生活安全課の方，スクー 

ルサポーターの方に来ていただき，不審者侵入時の対応や「さすまた」 

「ネットランチャー」「防犯スプレー」の扱い方についての話をして 

いただいた。（別紙参照）本校は，「さすまた」が一本しかないので 
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数本用意できるようにしたい。「防犯スプレー」も各階に置けるよう 

にしたい。 

不審者対応避難訓練を初めて行った。児童在校中に不審者が侵入し， 

職員に発見されたが，説得に応じず校舎内を移動するという想定のも 

と訓練を行った。今回出た反省を生かしながら定期的に訓練を続けて 

いきたい。 

小池委員：「さすまた」を初めて持って，使い方を知ることができた。 

工藤委員：予想外のシチュエーションを考えておくと安心だと感じた。 

 

 

（７） 学級文庫への寄付依頼 

小林校長：各クラスの学級文庫の本が少なく，増やしたい。学校で書籍を買う予 

算は決まっていて，図書室に置くことを基本としている。子ども向け 

の本が家にあったら寄付をしていただきたい。回覧板や掲示板で周知 

したいと考えている。 

長井委員：おととしの古着回収の時にも同じように行ったのでよい。 

小池委員：図鑑が何十年前のものだったり，名前が書いてあったりするのはどう 

したらよいか。 

長井委員：今の子どもたちのニーズにあっているかが心配。 

小林校長：図書担当に，子どもたちが望む条件を示して，回覧の資料を作成する 

ように伝える。 

 

 

（８） 「社会に開かれた教育課程」について 

・第５学年 総合「キャリア教育」 

佐々木教諭：橋本さんにご協力いただき，７名の方に仕事についてのインタビュー 

を行った。インタビューでしか聞けないことを面と向かって話すこと 

ができてよかった。２学期以降は実際に工場見学やその他の職業の方 

にもインタビューしたいと考えている。 

各学年でどのような地域の関わりができそうか校内の会議で話し合 

った。今後，事前に自治会長や橋本さんに依頼書をお渡しする。 

 

（９） 報告 

・50 周年事業について[資料あり] 

小林校長：７月７日に実行委員会を行った。大枠の流れについては別紙参照。 

２学期以降に児童会，現６年生とともに動いていく。 

橋本副委員長：よりたくさんの方が関われるようにしていきたい。行事に 50 が付く 

だけでなく，子どもたちが参画できるようにしたいと考えている。具 
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体的に決まり次第，地域の皆様にもご協力いただきたい。よろしくお 

願いいたします。 

 

・防犯モデル地区 親子パトロールについて[資料あり] 

小林校長：親子パトロール隊の募集を学校の方で呼びかけた。今後もどのように 

やっていくかは学校でも考えていく。 

柳下委員：現在ビブスの色を決めてもらっている。 

 

・避難所開設訓練について 

小林校長：８月 28 日（月）に行う。避難所を開設して運営訓練まで行う。運営 

の様子を６年生の児童が見学をする。当日は９時集合になる。ご協力 

よろしくお願いします。 

 

・道徳の日について 

小林校長：８月 31 日（木）５校時に行う。全クラス公開になる。ぜひご覧いた 

だきたい。 

 

(10)  その他 

    ・地域から（ビオトープ，市民レク，地域行事） 

柳下委員：夏休み中にビオトープの改修を行う。 

長井委員：市民レクは今年度行わない。 

 

・令和５年度「海老名市コミュニティ・スクール連絡会」の開催について［資料あり］ 

小林校長：市内全体の中学校区のコミュニティ・スクールを進めていこうと決ま 

った。連絡会で顔合わせをして熟議していく。参加者については調整 

中。 

 

・海老名市ひびきあう教育研究発表大会（8/22）について ［資料あり］ 

佐々木教諭：入場無料で参加できる。場所は海老名文化会館の大ホール。地域の方 

の座席もあるので，ぜひご参加ください。 

 

・えびなっ子スクールについて 

佐々木教諭：おおむね昨年のプログラムで行いたいと考えている。橋本さんと今後 

やり取りをして決めていく。 

 

 

(11)  おわりに(学校運営協議会副委員長) 

佐藤副委員長：子どもたちが参加してくれてうれしかった。次回もよろしくお願いし 
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ます。 

 

次回の学校運営協議会は，令和５年９月４日（月）15：30 から開催予定。 


